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町内の郷土芸能団体が一堂に会し発表会を開催。
「浮島念仏剣舞」には、本年度末に閉校となる浮島
小児童が全員参加し、伝承の舞いを笑顔で披露しま
した。関連記事…12㌻（11月 16日、森のアリーナ）

■主な記事
● 全日本中学生11人制ホッケー準優勝…2-3㌻
● 叙勲・褒章、各種表彰…４-５㌻
● 町総合防災訓練など…６-７㌻
● 子ども・子育て支援新制度、選挙…８-９㌻
● 除雪について他…10㌻
● 町郷土芸能発表会、町芸術祭…12㌻

笑
顔
で
披
露

伝
承
の
舞
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男女

岩手県選抜女子

　
第
15
回
全
日
本
中
学
生
都
道
府
県
対
抗
11
人
制

ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
は
11
月
８
日
と
９
日
の
両

日
、全
国
23
府
県
の
男
女
41
チ
ー
ム
が
参
加
し
、福
井

県
越
前
町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
４
中
学
校
の
選
手
で
編
成
さ
れ
た
本
県
選
抜

チ
ー
ム
は
、男
子
は
４
年
ぶ
り
、女
子
は
３
年
ぶ
り
の

決
勝
に
進
出
。
決
勝
戦
で
は
、地
元
・
福
井
県
に
惜

し
く
も
敗
れ
ま
し
た
が
、チ
ー
ム
一
丸
で
最
後
ま
で

あ
き
ら
ず
に
戦
い
抜
き
、そ
ろ
っ
て
準
優
勝
に
輝
き

ま
し
た
。
同
大
会
で
は
、男
女
と
も
２
回
目
の
準
優

勝（
優
勝
は
そ
れ
ぞ
れ
４
回
）。
男
子
は
、平
成
17
年

の
第
６
回
大
会
か
ら
10
年
連
続
３
位
以
上
の
入
賞
を

果
た
し
、本
年
度
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
女
子
・
優
勝
、男
子
・

準
優
勝
の
沼
宮
内
高
に
続
き
、「
ホ
ッ
ケ
ー
の
ま
ち
・

岩
手
町
」の
名
を
全
国
に
轟
か
せ
ま
し
た
。
２
年
後

に
本
町
で
開
催
さ
れ
る「
希
望
郷
い
わ
て
国
体
」で
も

選
手
た
ち
の
活
躍
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

岩手県選抜男子

田村 陸 君
一方井中３年

川口中３年

沼宮内中３年

一方井中３年
中花 惇 君

岩崎和也君
高橋亜未さん

　
本
大
会
で
活
躍
し
た
男
女
両
チ
ー
ム
か

ら
、ホ
ッ
ケ
ー
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス（
16
歳
以

下
）の
日
本
代
表
メ
ン
バ
ー
に
４
人
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。
男
子
の
田
村
陸
君
、中

花
惇
君
、岩
崎
和
也
君
、女
子
の
高
橋
亜
未

さ
ん
は
、11
月
23
日
〜
30
日
に
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
た
国
際
大
会
Ｆ
‐Ｈ
‐

Ｅ
カ
ッ
プ
に
出
場
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や

マ
レ
ー
シ
ア
の
チ
ー
ム
と
対
戦
し
、貴
重

な
経
験
を
積
み
ま
し
た
。
各
選
手
の
今
後

の
さ
ら
な
る
成
長
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

◆代表者　村上　淳哉（川口中校長）
◆監　督　久保　大樹（沼宮内中講師）
◆コーチ　小野寺広樹（沼宮内中教諭）
◆選　手（◎は主将）
　位置　　氏　名　 学年　学校
　ＧＫ　沢口　　凌　３　沼宮内
　ＤＦ　沢口　翔愛　３　沼宮内
　ＦＷ　岩崎　和也　３　沼宮内

◆代表者　村上　淳哉（川口中校長）
◆監　督　畑山　　恒（一方井中教諭）
◆コーチ　苅宿　文子（川口中教諭）
◆選　手（◎は主将）
　位置　　氏　名　  学年　学校
　ＧＫ　今松　麗奈　２　一方井
◎ＭＦ　高橋　亜未　３　一方井
　ＤＦ　宇戸田玲菜　２　一方井

　ＦＷ　大下　紘人　３　沼宮内
　ＭＦ　滝口　義貴　３　沼宮内
　ＭＦ　中花　　惇　３　川　口
　ＦＷ　大村　晴人　３　東　部
◎ＤＦ　田村　　陸　３　一方井
　ＭＦ　田村　圭梧　２　沼宮内
　ＭＦ　遠藤　昴流　３　一方井
　ＦＷ　佐藤　海聡　３　川　口

　ＦＷ　遠藤　妃羅　２　一方井
　ＦＷ　遠藤　香菜　２　一方井
　ＭＦ　三浦　麻衣　２　一方井
　ＦＷ　遠藤　風蘭　１　一方井
　ＤＦ　八尾　　咲　１　一方井
　ＤＦ　浮中　紗香　３　沼宮内
　ＦＷ　民部田ゆうり   ３　沼宮内
　ＭＦ　佐藤　彩音　３　川　口

　ＭＦ　三浦　　凌　２　一方井
　ＤＦ　工藤　基明　３　川　口
　ＭＦ　橘　　汰威　２　川　口
　ＤＦ　山中　義大　３　東　部
　ＭＦ　今松　諒真　２　一方井
　ＭＦ　佐藤　涼太　２　川　口
　ＧＫ　遠藤　　輝　３　川　口

　ＭＦ　佐々木朝未　３　川　口
　ＤＦ　佐々木芽生　３　川　口
　ＭＦ　丹内　桃果　３　川　口
　ＭＦ　山崎　玲奈　３　川　口
　ＤＦ　十和田あゆみ　１　川　口
　ＦＷ　田中　玲音　１　川　口
　ＧＫ　工藤明日香　３　川　口

全日本中学生都道府県対抗
11人制ホッケー選手権大会

【優　勝】　福井県
【準優勝】　岩手県
【第３位】　宮城県
　　　　　岐阜県

【優　勝】　福井県
【準優勝】　岩手県
【第３位】　岡山県
　　　　　富山県

チ
ー
ム
一
丸
で
つ
か
ん
だ

日
本
代
表
Ｕ‐16
に
４
人
選
出

豪
州
で
国
際
大
会
に
参
戦

岩手県選抜入賞の記録
開催年度 回数 男子 女子
平成12年 第１回 ― 優　勝

平成13年 第２回 優　勝 ―

平成14年 第３回 ― 準優勝

平成17年 第６回 第３位 ―

平成18年 第７回 優　勝 ―

平成19年 第８回 準優勝 ―

平成20年 第９回 優　勝 優　勝

平成21年 第10回 第３位 優　勝

平成22年 第11回 優　勝 ―

平成23年 第12回 第 3位 優　勝

平成24年 第13回 第３位 ―

平成25年 第14回 第３位 ―

平成26年 第15回 準優勝 準優勝
【男子】優勝４回、準優勝２回、第３位５回
【女子】優勝４回、準優勝２回
※開催地…第１回京都、第２回～５回岐阜、
第６回以降福井
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地方行政に尽力

佐々木 光雄さん（82）
＝下愛宕下＝

旭日双光章

藍綬褒章

叙勲
褒章

　
防
衛
大
臣
感
謝
状
贈
呈
式
は
10
月
25
日
、
ホ
テ

ル
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
（
東
京
都
新
宿
区
）
で

行
わ
れ
、
自
衛
官
募
集
功
労
の
地
方
自
治
体
部
門

に
お
い
て
当
町
が
大
臣
感
謝
状
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
防
衛
協
力
や
自
衛
官
募
集
な
ど
で
功

績
の
あ
っ
た
全
国
の
個
人
66
人
と
70
団
体
が
受

賞
。
県
内
の
自
治
体
で
は
本
年
度
、
本
町
が
唯
一

の
受
賞
で
す
。
贈
呈
式
に
出
席
し
た
民
部
田
幾
夫

町
長
は
、「
町
自
衛
隊
協
力
会
や
同
父
兄
会
、
募

集
相
談
員
な
ど
皆
さ
ま
の
長
年
に
わ
た
る
積
極
的

な
協
力
が
評
価
さ
れ
た
も
の
。
皆
さ
ま
と
共
に
受

賞
を
喜
び
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　地域ぐるみでの児童の見守り活動
や「歩いて登校の日」、「ノーテレビ
家庭学習強化週間」などの取り組み
が高く評価されました。八尾会長は、
「受賞は、ＰＴＡの先輩たちが積み
上げてきた結果。引き続き活動して
いきたい」と話しました。

【略歴】　昭和59年７月に町
議会議員に当選以来、７期28
年間の長きにわたり、議会活
動を通じて地方自治の伸展
に尽力した。さらに、町交通
安全協会長、町納税貯蓄組合
連合会長、町商工会理事など
を長らく務めるなど、広く町
勢発展に尽した。

一
方
井
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

（
八
尾
光
弘
会
長
）

　
秋
の
叙
勲
と
褒
章
の
受
章
者
が

政
府
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
叙
勲
で
は
、
元
町
議
会
議
員
の

佐
々
木
光
雄
さ
ん
（
82
）
＝
下
愛

宕
下
＝
が
旭き

ょ
く
じ
つ
そ
う
こ
う
し
ょ
う

日
双
光
章
を
受
章
し

た
他
、
保
護
司
の
佐
藤
徳
平
さ
ん

（
74
）
＝
下
野
口
町
＝
が
、
公
共

の
利
益
や
事
務
に
尽
力
し
た
人
に保護司業務に精励

佐藤 徳平さん（74）
＝下野口町＝ 贈

ら
れ
る
藍ら

ん
じ
ゅ
ほ
う
し
ょ
う

綬
褒
章
を
受
章
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
町
や
町
の
個
人
・
団
体

が
各
分
野
に
お
け
る
功
績
に
よ
り

各
種
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
各
賞
と
受
賞
者
の

皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

自
衛
官
募
集
な
ど
の
功
績
評
価

県
内
自
治
体
で
は
唯
一
の
受
賞

岩手町

岩
手
町

江渡聡徳防衛大臣㊨から感謝状
を受け取る民部田幾夫町長

【略歴】　平成３年から保護司
を務め、犯罪や非行に陥った人
の更生を援助する他、犯罪予防
に尽力している。平成18年か
らは岩手地区保護司会理事を
務める。さらに、民生委員・児
童委員、町防犯隊員、町選挙管
理委員会委員などを務め、広く
町勢発展に寄与している。

　
両
名
と
も
20
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
り
民

生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
献
身
的
に
活
動

に
取
り
組
み
、
社
会
福
祉
の
増
進
に
貢
献
し

た
功
績
に
よ
り
受
賞
し
ま
し
た
。

町公衆衛生連絡協議会
岩崎 富士夫さん（76）
＝下浮島＝

民生委員児童委員
田中 寛悦さん（67）＝上鴫沢＝㊨
道合 久雄さん（72）＝上大町＝

　
長
年
に
わ
た
り
地
域
の
公
衆
衛
生
活
動
に

取
り
組
み
、
公
衆
衛
生
組
織
の
発
展
や
環
境

衛
生
の
啓
蒙
普
及
に
尽
力
し
た
功
績
に
よ
り

受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
下
享
弘
さ
ん

（
61
）＝
新
町
＝
が
、
県
公
衆
衛
生
組
合
連
合

会
長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。　町は 10 月 28 日、交通死亡事故ゼロ１年間を達成しました。30 日

には、県警本部（田中俊恵本部長）からの称讃状贈呈式が役場町長室
で行われ、岩手警察署の戸草内敏署長が称讃状を伝達。町の交通安全
関係者同席のもと、民部田幾夫町長が受け取りました。民部田町長は、
「達成は関係者の努力の結晶。一日でも長く続くよう皆さまと力を合
わせていきたい」と決意を新たにしました。
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戸
締
り
用
心
！

火
の
用
心
！

の
用用
心

の
用
心

保
育
園
児
は
防
火
に
一
役

■インタビュー
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②

③

　
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
の
一
環

と
し
て
城
山
保
育
園（
藤
沢
恵
美
子

園
長
、園
児
94
人
）の
幼
年
消
防
ク
ラ

ブ
は
11
月
11
日
、沼
宮
内
地
区
で
防

火
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、防
火
服
や
は
ん
て
ん
を

着
た
か
わ
い
ら
し
い
園
児
た
ち
34
人

と
消
防
関
係
者
な
ど
約
60
人
が
参

加
。
園
児
た
ち
は
、太
鼓
や
拍
子
木

を
打
ち
鳴
ら
し
、「
戸
締
り
用
心
、火

の
用
心
！
」と
元
気
い
っ
ぱ
い
に
防

火
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

２
つ
の

協
定
締
結

備
え
万
全
に

災
害
に
強
い
ま
ち
へ

自分たちの地域は
自分たちで守る

町総合防災訓練

①ジャッキやチェーンソーを使ってがれきを取り
除き、残された人（人形）を運び出した倒壊建物救出
訓練②県防災航空隊に訓練出動を要請。５階建て
の町有住宅屋上からヘリコプターで孤立者を釣り
上げ救出③歩行困難者などを想定した避難誘導訓
練④「ラベンダー」の火災を想定した消火訓練⑤け
が人に対する応急手当訓練⑥現場に設置された自
主防災組織の本部に地区内の被害状況を集約

注
１ 

要
配
慮
者
…
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
乳
幼
児
な
ど
特
に

　
　 

配
慮
を
必
要
と
す
る
人

注
２ 

福
祉
避
難
所
…
一
般
の
避
難
所
生
活
で
特
別
な
配
慮
を

       

必
要
と
す
る
要
配
慮
者
を
受
け
入
れ
る
避
難
所
。
災
害

       

発
生
後
に
必
要
性
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
開
設
さ
れ
る

注
１

注
２

愛宕下町内会自主防災組織

武田 吉蔵 会長

　私たちの愛宕下地区でも、いつ不測の事態
が起こるか分かりません。地区内には、愛宕
山や江刈内川があり、いろいろな災害を事前
に想定しておく必要があります。日頃から、
住民の皆さんが「自分たちの地域は自分たち
で守る」という意識をお互いに高めていくこ
とが大事だと思います。課題は、ひとり暮ら
しの高齢者や寝たきりの人、認知症の人など
を地域内で把握し、どう対応するかというこ
とです。そのためには、やはり自主防災組織
の活動が必要であり、さらに連携を深めてい
かなければならないと思っています。

①

震
度
６
強
の
地
震
被
害
を
想
定

住
民
・
行
政
・
消
防
が
連
携
し
訓
練
展
開

④

⑤

⑥

　
災
害
時
の
対
応
に
万
全
を
期
す
る

す
る
と
と
も
に
住
民
の
防
火
、防
災

意
識
を
高
め
よ
う
と
町
総
合
防
災
訓

練
は
11
月
９
日
、愛
宕
下
地
区
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、町
や
消
防
機
関
の
他
、地

元
の
愛
宕
下
町
内
会
自
主
防
災
組
織

（
武
田
吉
蔵
会
長
）が
訓
練
に
参
加
。

町
が
震
度
６
強
の
地
震
に
襲
わ
れ
発

生
し
た
被
害
を
想
定
し
、各
種
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
訓
練
で
は
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
ラ
ベ
ン
ダ
ー
」で
起
き
た
火
災
に
対

し
、消
防
署
と
町
消
防
団
が
連
携
し
た

速
や
か
な
放
水
を
実
施
。
建
物
屋

上
に
取
り
残
さ
れ
た
住
民
は
、県
防

災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
「
ひ
め
か
み
」に

よ
り
釣
り
上
げ
ら
れ
救
出
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、倒
壊
建
物
か
ら
の
救

出
や
応
急
手
当
、要
配
慮
者
の
避
難

誘
導
な
ど
の
訓
練
は
、愛
宕
下
町
内

会
自
主
防
災
組
織
が
中
心
と
な
り
、

町
消
防
団
や
婦
人
消
防
協
力
隊
も

協
力
し
て
実
施
。
現
場
に
は
自
主

防
災
本
部
を
設
置
し
て
被
害
状
況

の
確
認
や
町
災
害
対
策
本
部
な
ど

へ
の
情
報
伝
達
を
行
い
、本
番
さ
な

が
ら
の
訓
練
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
は
10
月
８
日
、み
ち
の
く
コ
カ
・
コ
ー

ラ
ボ
ト
リ
ン
グ（
矢
巾
町
、谷
村
広
和
社
長
）

と
災
害
時
の
飲
料
の
確
保
に
関
す
る
協
定
を

結
び
ま
し
た
。
当
日
は
、役
場
で
調
印
式
が

行
わ
れ
、民
部
田
幾
夫
町
長
と
同
社
の
松
岡

直
樹
取
締
役
営
業
副
本
部
長
が
協
定
書
に
調

印
。
協
定
に
よ
り
、地
震
や

風
水
害
、大
規
模
林
野
火
災

な
ど
の
災
害
時
、町
の
要
請

に
対
し
、同
社
西
根
営
業
所

か
ら
災
害
現
場
や
避
難
所
な
ど
へ
優
先
的
に

飲
料
が
届
け
ら
れ
ま
す
。
民
部
田
町
長
は
、

「
５
月
に
発
生
し
た
林
野
火
災
時
に
は
、消
防

団
員
の
飲
料
確
保
に
多
大
な
協
力
を
い
た
だ

い
た
。
そ
の
際
の
経
験
を
踏
ま
え
た
協
定
。

同
社
の
社
会
貢
献
活
動
に
敬
意
を
表
し
ま

す
」と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、町
と
町
内
の
３
福
祉
事
業
所
は
11
月

10
日
、要
配
慮
者
の
た
め
の
福
祉
避
難
所
の

運
営
な
ど
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

当
日
は
、民
部
田
町
長
と
介
護
老
人
保
健
施
設

「
ケ
ア
ホ
ー
ム
川
口
」、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
ラ
ベ
ン
ダ
ー
」、同「
あ
ん
ず
の

里
」の
各
施
設
長
が
協
定
書
に

押
印
。
協
定
で
は
、災
害
時
に

町
の
要
請
に
よ
り
、各
施
設
が

福
祉
避
難
所
を
設
置
・
運
営
す
る
他
、要
配
慮

者
の
搬
送
に
か
か
る
人
員
や
車
両
、給
食
・
給

水
、生
活
必
需
品
の
提
供
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
町
で
は
、こ
の
よ
う
な
協
定
締
結
や
各
地
区

の
自
主
防
災
組
織
立
ち
上
げ
を
推
進
し
、よ
り

一
層
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

協定を交わしたみちのくコカ・コーラボトリング
の松岡直樹取締役営業副本部長㊧と民部田町長

（左から）「ケアホーム川口」三善悟施設長、「あんずの
里」千葉真一施設長、民部田町長、「ラベンダー」八角順
子施設長。災害に強いまちづくりへ力を合わせる
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【町内の学童保育クラブ一覧】
クラブ名 定員 実施場所

沼宮内学童保育クラブ 70人 沼宮内児童館

一方井学童保育クラブ 30人 一方井健康センター

水堀学童保育クラブ 20人 旧水堀公民館

川口学童保育クラブ 30人 川口保育所

第二川口学童保育クラブ 30人 川口社会体育館

城山学童クラブ 30人 城山保育園

岩手中央児童クラブ 30人 岩手中央幼稚園

【認定区分基準】
認定区分 対象となる子ども 利用できる施設

1 号認定 幼稚園などでの教育を希望する
満３歳以上の子ども

幼稚園 [※１]
認定こども園 [※２]

2 号認定 保育が必要な満３歳以上の子ども 保育所
認定こども園

3号認定 保育が必要な満３歳未満の子ども

【申し込み対象者】　小学校１～６年生まで（城山学童ク
ラブは３年生まで）の児童。日中、父母などが在宅する
家庭の児童は原則として登録できません
【申し込み方法】　役場町民課または各学童保育クラブに
備え付けの申込書に記入し、各クラブへ提出ください
【費用】　保育料は町が負担。おやつ代や教材費などは保
護者が負担。金額は各クラブにより異なります
【利用時間】　○平日　下校時～午後７時　○土曜日・学
校休業日・長期休業日など　午前７時 30 分～午後７時
【休館日】　日曜日、祝日、国民の休日、年末年始の他、
施設の定める日

入所受け付けを開始します

【申し込み対象者】　町内に住民登録をしている児童で、
その家庭が仕事や出産、病気、介護などの理由により保
育できない場合　※詳しくは問い合わせください
【申し込み方法】　12 月中旬から役場町民課、各保育施
設に備え付ける入所申込書（認定申請書）に記入し、提
出ください。申請の際は就労証明書などが必要です

町は、平成27年度の町内の各保育所（園）と児童館、
学童保育クラブの入所申し込みを次のとおり受け付け
ます。入所を希望される場合は、忘れずに手続きをし
てください。　  役場町民課子育て支援係  62-
2111内線504・505または、各施設へ

保育所（園）・児童館、学童保育クラブ
●
不
在
者
投
票
　
出
稼
ぎ
な
ど
で

町
外
に
い
る
人
は
、そ
の
市
町
村

の
選
挙
管
理
委
員
会
で
、ま
た
入

院
中
の
人
は
病
院（
指
定
病
院
に

限
り
ま
す
）で
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。
こ
の
場
合
、不
在
者
投

所
入
場
券｣

に
記
載
さ
れ
て
い
る

投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、投
票
所
に
は
入
場
券
を
忘

れ
ず
に
持
参
く
だ
さ
い
。

　
仕
事
や
病
気
、レ
ジ
ャ
ー
や
買

い
物
な
ど
で
投
票
日
に
投
票
で
き

な
い
人
は
投
票
日
前
で
も
次
の
と

お
り
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
投
票
に
は
、入
場
券
を
持
参

く
だ
さ
い
。

【
期
間
】　
12
月
３
日（
水
）
〜
13

日（
土
）　
※
裁
判
官
国
民
審
査
は

７
日（
日
）
〜
13
日（
土
）

【
時
間
】　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

８
時

【
場
所
】　
役
場
１
階
期
日
前
投
票

所（
下
図
の
と
お
り
）

票
用
紙
な
ど
の
請
求
を
行
い
、決

め
ら
れ
た
場
所
で
投
票
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、不
在
者
投
票
が

で
き
る
期
間
が
短
い
の
で
、早
め

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
人

は
、次
の
２
つ
の
事
項
に
当
て
は

ま
り
、選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人
で
す
。

①
町
内
に
住
所
が
あ
る
満
20
歳
以

上
の
人（
平
成
６
年
12
月
15
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
）

②
引
き
続
き
３
カ
月
以
上
、町
内

に
住
ん
で
い
る
人（
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
）

　
12
月
14
日（
日
）の
投
票
日
当
日

は
、町
内
21
カ
所
で
投
票
が
行
わ

れ
ま
す
。

【
投
票
時
間
】　
投
票
で
き
る
時
間

は
、午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時
ま

で
で
す
。
後
日
郵
送
す
る｢

投
票

選
挙

第
47
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

衆
議
院
解
散
に
伴
う
第
47
回
衆
議
院

議
員
総
選
挙
は
、12
月
２
日
に
公
示
さ

れ
、14
日
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。
衆

議
院
は
参
議
院
と
共
に
国
会
を
構
成

し
、国
民
の
代
表
で
あ
る
議
員
は
、国

権
の
最
高
機
関
と
し
て
国
で
唯
一
の

立
法
機
関
に
携
わ
る
重
責
を
担
い
ま

す
。
棄
権
せ
ず
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

12 14月 ㊐

●告示　12月２日㊋

●期日前・不在者投票
　12月３日㊌～13日㊏
　午前８時30分～午後８時

日

●投票日

●投票時間
　午前７時～午後６時

投
票
で
き
る
人
の
条
件

投
票
は
町
内
21
カ
所
で

12
月
３
日（
水
）か
ら

期
日
前
投
票
で
き
ま
す

　
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
り
、

投
票
日
に
投
票
所
に
出
掛
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
人
は
郵
便
投
票
が

で
き
ま
す
。
こ
れ
は
、町
選
挙
管

理
委
員
会
か
ら
送
ら
れ
た
投
票
用

紙
に
本
人
が
記
入
し
、そ
の
投
票

用
紙
を
町
選
挙
管
理
委
員
会
へ
郵

送
す
る
も
の
で
す
。
郵
便
な
ど
に

よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
る
人

は
、町
選
挙
管
理
委
員
会
へ
申
請

し
、あ
ら
か
じ
め
郵
便
等
投
票
証

明
書（
７
年
間
有
効
）の
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
申
請
方
法
な
ど

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
開
票
は
、投
票
日
当
日
の
12
月

14
日
午
後
８
時
か
ら
町
総
合
開
発

セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。
町
内
の

有
権
者
は
誰
で
も
参
観
可
能
で
、

定
員
は
50
人
で
す
。

投票所：町役場庁舎１階
期　日：12月３日㊌～13日㊏

時　間：午前８時30分～午後８時
ただし、裁判官国民審査は７日㊐～

期日前投票

身
体
が
不
自
由
な
人
は

郵
便
で
投
票
で
き
ま
す

開
票
は
午
後
８
時
か
ら

新
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
」
に
基
づ
き
、
来
年
４
月
か
ら
新
た
な

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
新
制
度

に
よ
り
必
要
と
な
る
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

４月から子ども・子育て支援　  制度

受
付
期
間

平成27年
１月５日㈪
　　～ 30日㈮

保育所（園）・児童館

学童保育クラブ

　
保
育
所
な
ど
の
施
設
を
利
用
す

る
た
め
に
は
、
お
子
さ
ん
の
年
齢

や
保
育
の
必
要
性
な
ど
に
応
じ
た

「
認
定
」
を
町
か
ら
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
認
定
は
、
左
記
の

基
準
で
決
ま
り
ま
す
。
現
在
、
保

育
所
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
お
子

さ
ん
も
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
、
毎
年
提
出
し
て
い

た
だ
く
就
労
証
明
書
な
ど
の
他
、

認
定
申
請
書
を
提
出
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
後
日
、
保
育
所
な
ど
を
通

し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
保
育
所

な
ど
に
入
所
中
の
お
子
さ
ん
は
、

日
中
に
保
育
が
必
要
な
状
態
が
変

わ
ら
な
い
限
り
、
入
所
で
き
な
く

な
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
児
童
館
を
利
用
す
る
お

子
さ
ん
は
、
認
定
を
受
け
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
保
育
料
の
額
は
、
今
後
国
が
定

め
る
基
準
を
上
限
に
し
て
町
が
設

定
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
前
年
中

の
所
得
税
と
前
年
度
に
課
税
さ
れ

た
住
民
税
に
応
じ
て
保
育
料
が
決

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
新
制
度

に
よ
り
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

　
な
お
、
児
童
館
の
利
用
料
は
こ

れ
ま
で
ど
お
り
月
額
１
万
円
程
度

で
す
。

【
４
〜
８
月
分
の
保
育
料
】　
前
年

度
の
住
民
税
の
額
に
応
じ
た
金
額

【
９
〜
３
月
分
の
保
育
料
】　
当
該

年
度
の
住
民
税
に
応
じ
た
負
担
額

※
４
月
と
９
月
に
納
付
書
を
発
行

※１ 町内に所在する岩手中央幼稚園は、来年度は新制度に移行しないため、
認定の必要はありません。入園の手続きや使用料などについては、直接幼稚園
に問い合わせください　※２ 現在、町内に「認定こども園」はありません

【
選
挙
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
】

町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

62
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
０
３
）

設へ

健康福祉課

町民課

正面玄関

町民
ホール

税務会計課

出入口
出
入
口

出入口
宿直室

出入口

総合案内

金融機関

トイレ

トイレ

町
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

投票者用
駐車場

沼宮内地域診療センター

国
道
４
号
へ
↓

出入口
宿直室宿直室

融機関金融機金融機金融機関
レレ

施
設
を
利
用
す
る
た
め
に
は

「
認
定
」が
必
要
に
な
り
ま
す

「
保
育
料
」は
住
民
税
に

応
じ
た
金
額
に
な
り
ま
す

【町内の保育所（園）、児童館一覧】
施設名 定員 開所時間 休日保育 一時保育

城山保育園 90人

7:00 ～ 19:00

なし　※川口保育
所を利用できます なし

沼宮内保育所 60人
川口保育所 90人 あり あり

一方井保育所 45人 なし　※川口保育
所を利用できます なし水堀保育所 30人

北山形児童館 30人 8:30 ～ 16:00
※北山形児童館は満 3歳以上の児童が利用できます
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除
雪

■国や地方公共団体の機関による閲覧
№ 国または地方公共団体の機関の名称 請求事由の概要 閲覧年月日 閲覧した住民の範囲

１ 独立行政法人国立病院機構
久里浜医療センター

「飲酒と生活習慣に関する調査」の対象
者抽出 平成25年６月27日 20歳以上の男女 27人

2 内閣府大臣官房政府広報室 「アイヌ政策に関する世論調査」の対象
者抽出 平成25年10月９日 20歳以上の男女15人

■法人または個人による閲覧
№ 申出者の氏名 利用目的の概要 閲覧年月日 閲覧した住民の範囲

１ 株式会社野村総合研究所
　常務執行役員　此本臣吾

「日本放送協会（ＮＨＫ）のテレビ視聴
に関する調査」の対象者抽出 平成25年5月13日 16歳以上の男女 14人

２ 毎日新聞社
　代表取締役社長　朝比奈豊 「第 67回読書世論調査」の対象者抽出 平成25年6月6日 16歳以上の男女 12人

３
大学共同利用機関法人
情報・システム研究機構統計数
理研究所長　樋口知之

「日本人の国民性　第 13次全国調査」の
対象者抽出 平成25年9月19日 20歳以上 84歳以下の

男女 16人

 町民課戸籍住民係　 62-2111内線503

平成25年度分

住民基本台帳閲覧状況公表
住民基本台帳法第11条の２第12項の規定に基づき、平
成25年４月１日から平成26年３月31日までの住民基
本台帳閲覧状況について、下記のとおり公表します。

市町名 高齢者数 要介護（要支援）
認定者数

サービス
利用者数

サービス費用
（給付費）

岩 手 町 4,855人 1,010人 834人 16億1,705万円

葛 巻 町 2,725人 598人 451人 8億2,527万円

八幡平市 9,354人 1,896人 1,531人 30億1,224万円
合　　計 16,934人 3,504人 2,816人 54億5,456万円

【
介
護
保
険
特
別
会
計
】

盛岡北部行政事務組合

平成25年度

【
一
般
会
計
】

市町名 件  数 収集量(㍑）

岩 手 町 10,210 7,676,144
盛岡市（玉山区） 6,703 6,115,220
八幡平市 18,489 17,090,440
葛 巻 町 2,741 3,041,420
合　　計 38,143 33,923,224

決算報告
　
町
で
は
、
除
雪
す
る
基
準
を
次
の
よ

う
に
定
め
て
い
ま
す
。

①
降
雪
量
が
10
㌢
以
上
に
な
っ
た
場
合

や
10
㌢
以
上
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
と
き

②
吹
き
だ
ま
り
に
よ
り
通
行
に
支
障
が

あ
る
と
き

③
除
雪
な
ど
に
よ
り
堆
積
し
た
雪
で
道

路
の
幅
員
が
極
端
に
狭
く
な
っ
た
と
き

や
、
視
界
の
確
保
に
支
障
が
あ
る
と
き

④
わ
だ
ち
に
よ
り
通
行
に
支
障
が
あ
る

と
き

　
な
お
、
主
要
交
差
点
や
橋
の
上
、
踏

切
付
近
な
ど
で
は
、
気
温
や
状
況
に
応

じ
て
凍
結
防
止
剤
を
散
布
し
ま
す
。

　
作
業
は
主
に
朝
の
通
勤
や
通
学
路
を

確
保
す
る
た
め
、
夜
間
か
ら
早
朝
に
掛

冬
本
番
と
な
り
、
ま
も
な
く
雪
の
シ
ー
ズ
ン

と
な
り
ま
す
。
町
は
、
冬
期
間
の
安
全
な
交

通
を
確
保
す
る
た
め
、
町
が
管
理
す
る
道
路

な
ど
の
除
雪
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
作
業

が
安
全
で
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

け
て
実
施
す
る
場
合
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
作
業
中
は
騒
音
、
振
動
な
ど
で

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

く
だ
さ
い
。

除
雪
の
基
準
は
降
雪
量
10
㌢
以
上

　
除
雪
作
業
は
町
と
委
託
業
者
で
分
担

し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
作
業
は
、
広
範

囲
に
お
よ
ぶ
た
め
、
気
象
状
況
な
ど
に

よ
り
作
業
に
遅
れ
が
生
じ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
迅
速
で
き
め
細
か
な
除
雪
に

努
め
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
役
場
地
域
整
備
課
地
域
整
備
係

62
‐
２
１
１
１
内
線
３
２
２
、３
２
３

夜
間
・
早
朝
の
作
業
に
ご
理
解
を

スムーズな作業に協力ください

間口の除雪をお願いします
　除雪車が通った後、各戸の間口に雪
が残ることがあります。各家庭や隣近
所で除雪されますようお願いします

道路への雪出しはやめましょう
　道路へ雪を出すことは路面凍結やわだ
ちの原因になりますので、やめましょう

路上駐車はやめましょう
　道路上に止められた車両は、除雪作業
に支障をきたすばかりでなく、吹雪や夜
間の事故にもつながるおそれがあります

除雪車に注意してください
　除雪作業は常に安全第一で行ってい
ますが、除雪車には死角も多く大変危
険ですので、車両に近づかないように
しましょう

迅
速
で
丁
寧
な
除
雪
に
努
め
ま
す

　盛岡北部の市町が共同で、し尿処理
事業や介護保険事務を行う盛岡北部
行政事務組合（管理者・田村正彦八幡
平市長）の平成25年度会計決算がこの
ほど、同組合議会で認定されました。
　同組合の一般会計は、歳入が５億

3,656万円（前年度比16.3㌽、１億515
万円減）、歳出が５億1,756万円（前年
度比16.7㌽、１億405万円減）。介護
保険特別会計は、歳入が58億5,029万
円（前年度比2.19㌽、１億2,586万円
増）、歳出が57億3,380万円（前年度比

0.92㌽、5,271万円増）となり、それぞ
れ、1,900万円、１億1,649万円が平成
26年度へ繰り越されました。
　歳入と歳出の内訳、事業のあらま
しは次のグラフと表のとおりです。
 盛岡北部行政事務組合  74‐2716

■平成25年度 介護保険事業の概要■平成25年度 し尿処理事業の概要
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町
の
郷
土
芸
能
が
一
堂
に
会
し
、

第
38
回
町
郷
土
芸
能
発
表
会
が
11
月

16
日
、
森
の
ア
リ
ー
ナ
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
郷
土
芸
能
の
伝
承
活
動

を
活
発
に
行
う
町
内
の
15
団
体
が
出

演
。
力
強
い
太
鼓
の
リ
ズ
ム
や
軽
や

か
な
笛
の
音
色
に
合
わ
せ
伝
承
の
舞

い
を
次
々
に
披
露
し
ま
し
た
。ま
た
、

江
戸
時
代
か
ら
の
歴
史
が
あ
り
、
さ

ん
さ
踊
り
の
ル
ー
ツ
と
い
わ
れ
る
県

指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
「
三
本
柳

さ
ん
さ
踊
り
」（
盛
岡
市
・
藤
沢
清

美
代
表
）
が
特
別
出
演
。
躍
動
感
あ

ふ
れ
る
太
鼓
と
踊
り
を
惜
し
み
な
く

披
露
す
る
と
会
場
に
詰
め
か
け
た
熱

心
な
郷
土
芸
能
フ
ァ
ン
か
ら
拍
手
喝

采
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
第
53
回
町
芸
術
祭
の
舞
台
部
門

は
11
月
９
日
、
森
の
ア
リ
ー
ナ
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
町
内

14
団
体
が
出
演
。
歌
や
踊
り
、
太

極
拳
、
演
奏
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
演

目
を
華
や
か
に
披
露
し
、
会
場
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
展
示
部
門
は
11
月
８
日

か
ら
24
日
ま
で
石
神
の
丘
美
術
館

で
開
か
れ
ま
し
た
。
期
間
中
は
、

町
内
の
小
中
学
生
や
美
術
・
手
工

芸
の
愛
好
者
ら
延
べ
４
７
９
人
の

作
品
が
展
示
さ
れ
、
来
場
者
を
楽

し
ま
せ
ま
し
た
。
見
学
に
訪
れ
た

水
堀
小
３
年
の
民
部
田
涼
君
は
、

「
美
術
館
に
自
分
の
絵
が
飾
ら
れ
て

う
れ
し
い
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

駒踊りに出演。イギリス人英語
講師のリー・ウィリアムさん

全て演じると数日もかかる
という「黒内田植え踊り」は
12演目を披露

躍動の舞いで大勢の観衆を魅了し
たゲスト団体「三本柳さんさ踊り」

「N.L.40°ダンサーズKID'S ☆　スター」

彡

「町太極拳同好会」日本舞踊「寿慧会」

出演全16団体の大トリは「沼宮内甚句踊り」
会場の皆さんも参加した大きな輪踊りで大団円

「
三
本
柳
さ
ん
さ
」が
特
別
出
演

14
団
体
の
舞
台
発
表
と

４
７
９
人
の
作
品
展
示

【提供】　レストラン「石神の丘」
【期間】　平成 27年 1月 31日㈯まで
　　　　　　※ 12/28 ～ 1/4 は本コースの提供はお休みします

【価格】　１人前 5,000 円（税込み）
【予約】　2日前までに予約が必要です

 ・予約　レストラン「石神の丘」  61－1602

Don de sitae
ドン・デ・シタエ

～大地からの贈り物～

Menu
《 前　菜 》

八幡平サーモンのマリネ
ヨーグルトソース

《 スープ 》
山田町産　帆立貝のフラン

《 パスタ 》
岩手めんこい黒牛とごぼうのトマトソース

《 メイン 》
やまと豚ヒレ肉のソーセージ仕立て

キャベツの焼きリゾット

《デザート》
ブルーベリーパンナコッタ
焼きリンゴのタルト

《 パ　ン 》
南部小麦のチャバタ

《コーヒー》
ヴィラ　自家焙煎ブレンドコーヒー

―町物産振興協議会10周年記念―

華
や
か
に

【プロフィル】　こうべ・まさひこ。
山梨県出身、45歳。イタリア・フィ
レンツェの名店「エノテカ・ピンキ
オーリ」で修業し平成９年に帰国。
フジテレビ「料理の鉄人」にイタ
リアンの鉄人として出演。平成12
年、東京・恵比寿に「RISTRANTE 
MASSA」をオープン。イタリア
の郷土料理をベースに旬の食材を
使ったパスタが特に人気

　
町
物
産
振
興
協
議
会
（
府
金
伸

治
会
長
）
は
こ
の
た
び
、
設
立
10

周
年
を
記
念
し
、コ
ー
ス
料
理
「
Ｄ

о
ｎ 

ｄ
ｅ 

ｓ
ｉ
ｔ
ａ
ｅ
（
ド
ン 

デ 

シ
タ
エ
）
〜
大
地
か
ら
の
贈
り

物
〜
」
を
企
画
し
ま
し
た
。

　
料
理
は
、
テ
レ
ビ
番
組
「
料
理

の
鉄
人
」
で
イ
タ
リ
ア
ン
の
鉄
人

と
し
て
活
躍
し
た
神こ

う
べ
ま
さ
ひ
こ

戸
勝
彦
シ
ェ

フ
が
監
修
。
町
産
の
新
鮮
な
野
菜

や
肉
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
他
、

和
菓
子
の「
東し

の
の
め雲（
丸
中
）」を
ソ
ー

ス
に
使
用
し
た
り
、「
南
部
せ
ん
べ

い
（
野
手
せ
ん
べ
い
店
）」
と
「
団

子
（
西
田
商
店
）」
を
デ
ザ
ー
ト
に

ア
レ
ン
ジ
す
る
な
ど
、
会
員
の
商

品
が
鉄
人
の
手
で
生
ま
れ
変
わ
り
、

岩
手
町
な
ら
で
は
の
イ
タ
リ
ア
ン

フ
ル
コ
ー
ス
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
神
戸
シ
ェ
フ
は
11
月
４
日
、
５

日
に
来
町
。
完
成
し
た
コ
ー
ス
料

理
を
お
披
露
目
し
た
他
、
町
内
外

を
視
察
し
、「
素
晴
ら
し
い
自
然

環
境
。
だ
か
ら
こ
そ
良
い
食
材
が

で
き
る
。
野
菜
は
香
り
と
み
ず
み

ず
し
さ
が
違
う
」
と
町
の
環
境
と

食
材
を
高
く
評
価
。
料
理
は
、「
イ

タ
リ
ア
ン
だ
が
懐
か
し
い
味
を
目

指
し
、
高
齢
者
で
も
食
べ
て
み
て

ほ
っ
と
す
る
味
に
し
た
。
町
の
皆

さ
ん
に
は
、
こ
れ
だ
け
の
食
材
が

あ
る
町
に
暮
ら
せ
る
幸
せ
を
感
じ

て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
府
金
会
長
は
、「
技
術
の
高
さ
や

味
の
良
さ
に
定
評
の
あ
る
会
員
の

商
品
が
鉄
人
の
手
で
さ
ら
に
お
い

し
く
な
っ
た
。
こ
の
コ
ー
ス
料
理

を
多
く
の
人
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
、
町
の
良
さ
を
感
じ
て
ほ
し
い
」

と
力
を
込
め
ま
し
た
。

神戸 勝彦 シェフ
イタリアンの鉄人

府金製粉㈱／㈱岩手町ふる
さと振興公社／岩手缶詰㈱
盛岡事業所／（有）丸中／大森
商店／西田商店／㈱肉のふ
がね／（有）宮崎商店／（有）武
田米穀店／野手せんべい店
／（有）ワイ・アンド・ワイ／
ブーランジェリー・グール
マン／（有）粉夢／（有）ひょう
えもん／三浦青果　（順不同）

町物産振興協議会会員

町
産
食
材
と
個
性
豊
か
な
商
品

「
鉄
人
」の
手
で
フ
ル
コ
ー
ス
に

※「どんでしたえ」＝「びっくりしたでしょう」の方言

躍
動
の
舞
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北
上
川
の
源
泉  

弓
弭
の
泉

Topics01

ＩＬＣ学ぶ特別授業を開催
誘致実現で広がる生徒の夢

Ｔｏｐ
ｉｃｓ
02

　
結
婚
生
活
50
年
を
祝
う
町
金
婚

慶
祝
会
は
11
月
６
日
、町
社
会
福

祉
協
議
会（
西
舘
政
彦
会
長
）が
主

催
し
、プ
ラ
ザ
あ
い
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
本
年
の
対
象
夫
婦
は
、昭
和
39

年（
１
９
６
４
年
）に
結
婚
し
金
婚

の
節
目
を
迎
え
た
30
組
。当
日
は
、

そ
の
う
ち
の
19
組
が
出
席
し
、寄

り
添
い
歩
ん
だ
半
世
紀
を
振
り
返

り
な
が
ら
、祝
い
の
盃
を
交
し
ま

し
た
。
な
お
同
年
、町
に
婚
姻
届

を
提
出
し
た
夫
婦
は
１
６
３
組
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
慶
祝
会
で
は
、民
部
田
幾
夫
町
長

が
、「
今
日
の
良
き
日
を
新
た
な
出

発
点
と
し
て
、夫
婦
の
力
を
合
わ

せ
、ま
す
ま
す
元
気
に
活
躍
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
」と
祝
辞
を
述

べ
た
他
、水
堀
保
育
所
の
園
児
が
か

わ
い
ら
し
い
踊
り
で
出
席
者
を
祝

福
。「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
仲
良
く
し
て
く
だ
さ

い
」と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

①ＩＬＣの役割や県、町におよぶ影響を
学ぶ生徒たち　②グループごとに誘致
の賛否や実現した際の関わり方を話し
合い　③誘致には全員賛成。「ＩＬＣが
出来たら…」とそれぞれの夢を発表

　
県
が
誘
致
を
目
指
す
超
大
型
加
速

器
・
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
（
Ｉ

Ｌ
Ｃ
）に
つ
い
て
学
ぶ
特
別
授
業
が

10
月
31
日
、東
部
中（
小
原
敏
郎
校

長
、生
徒
17
人
）で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、岩
手
日
報
社
で
Ｉ
Ｌ
Ｃ

の
取
材
を
担
当
す
る
３
人
の
記
者

が
講
師
を
務
め
、全
校
生
徒
と
教
職

員
が
参
加
し
ま
し
た
。
授
業
で
は

Ｉ
Ｌ
Ｃ
が
、宇
宙
の
謎
を
調
べ
る

他
、が
ん
の
治
療
な
ど
医
療
に
も
役

立
つ
こ
と
、建
設
さ
れ
る
と
世
界
中

の
研
究
者
が
家
族
を
連
れ
て
移
住

す
る
こ
と
な
ど
を
紹
介
。
同
社
報

道
部
の
三
浦
隆
博
記
者
は
、「
外
国

人
と
接
す
る
機
会
が
増
え
る
た
め
、

英
語
は
大
事
。
し
っ
か
り
勉
強
し

て
ほ
し
い
」と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
後
半
は
、生
徒
が
３
班
に
分
か

れ
、Ｉ
Ｌ
Ｃ
誘
致
の
賛
否
や
立
地
し

た
場
合
の
関
わ
り
方
な
ど
を
議
論

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、３
班
と
も

誘
致
に
賛
成
の
意
見
を
述
べ
た
他
、

「
ホ
ッ
ケ
ー
や
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
で
町

を
発
信
し
た
い
」、「
将
来
は
教
師

に
な
り
、外
国
人
に
岩
手
の
歴
史
を

教
え
た
い
」な
ど
と
発
言
。
Ｉ
Ｌ
Ｃ

の
誘
致
実
現
に
夢
を
広
げ
ま
し
た
。

水堀保育所の園児も祝福 仲睦まじい夫婦

　苦楽を共に歩んだ50年に乾杯

投稿と問い合わせは役場企画商工課企画広報係 62-2111［内線217］まで

No.304

100歳目指して長生き
堤
つつみ

 百
ひ ゃ く じ ろ う

次郎さん（90）=犬袋＝

いつか
どこかで

「まち・ひと きらり」では、きらりと光る町の出来事や輝く人たちを紹介します。
あなたの地域・職場での話題をお寄せください。

　「60歳まで大工をしていました。物づくりは好きだし、負けない自信がありま
す」と話す百次郎さん。退職を機にペットボトルや梱包用バンドを使った小物
作りを始め、かわいらしい金魚の飾りやペットボトルの風車などが部屋の中や
庭にたくさん飾られています。「やっぱり出来上がった時が一番楽しいですね。
みんながほしがって、作るのが間に合わない時もありましたよ」と笑います。「今
はどこも痛いところがない」と話し、自転車で買い物もこなすという元気いっぱ
いの百次郎さん。「７人の孫と３人のひ孫の成長が楽しみです。玄

やしゃご

孫にも会い
たいですね。百次郎だから100歳目指して長生きしますよ」と高らかに笑います。

将来は美容師に
　「美容師だったお母さんが、私の長い髪をかわい
くアレンジしてくれてうれしかったので、私も美容
師になり、お客さんを喜ばせてあげたいです」と将
来の夢を語る琉亜さん。学校では児童会執行部の副
会長として活躍する他、地域では「川口きつね踊り」
に参加します。「きつね踊りは、練習がつらいこと
もあるけど、踊った後に『良かったよ』と言われる
と、続けようという気になります。来年は6年生に
なるので、児童会でも、きつね踊りでもリーダーと
して頑張りたいです」と意気込んでいます。

佐
さ と う

藤 琉
る あ

亜さん（川口小5年）

No.304

浦田政和さんの長男

浦
う ら た

田 海
か い と

翔くん（二ツ森）

大村克利さんの次女

大
おおむら

村 優
ゆ う

雨ちゃん（万部）

１歳児健診に来てくれた
お子さんのかわいい笑顔
を紹介します。

豊留雄二さんの次男

豊
とよどめ

留 蒼
そ う た

大くん（上愛宕下）

パワフル元気な蒼大
が大好き !!

お子さんの紹介

な ま え　（ 地 区 ）
保護者から一言

田中光さんの長女

田
た な か

中 凛
りん

ちゃん（半在家）

健康に育ってね

中村達嗣さんの次男

中
なかむら

村 空
く う が

雅くん（横田）

すこやかに育ってね笑顔がステキな優し
い子になってね

すくすく育ってね

①

③

②

ベ

イ ビ　ー

ズ

スマイル

ひとまち
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◆第14回姫神杯玉山区スポーツ少年団招待交流大会（10月
26日、盛岡市玉山区）　【柔道】　第１位　沼宮内柔道スポー
ツ少年団　▼最優秀選手賞　伊藤凛（沼宮内柔道スポ少）

◆東北中学生ホッケー新人大会（11月15-16日、宮城県
栗原市）　▼男子　①川西中（山形県）②沼宮内中③一方
井中・川口中　▼女子　①一方井中②川西中③築館中（宮
城県）④川口中
◆県中学校新人大会（11月15-16日）　

▼2014.11.05

解
し
地
域
で
見
守
り
を

○
認
知
症
講
演
会

　
高
齢
期
に
多
い
病
気
の
一
つ
、認
知
症
に
つ

い
て
正
し
い
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
町

は
10
月
29
日
、プ
ラ
ザ
あ
い
で
認
知
症
講
演
会

を
開
催
し
ま
し
た
。当
日
は
、約
80
人
が
参
加
。

講
師
の
認
知
症
研
究
・
研
修
仙
台
セ
ン
タ
ー

加
藤
伸
司
セ
ン
タ
ー
長
は
、認
知
症
の
症
状
や

認
知
症
の
人
へ
の
対
応
の
仕
方
な
ど
を
説
明

し
理
解
を
促
し
た
他
、認
知
症
高
齢
者
を
介
護

す
る
家
族
の
支
援
や
地
域
で
の
見
守
り
の
必

要
性
を
訴
え
ま
し
た
。
同
日
は
、認
知
症
の
人

や
家
族
を
応
援
す
る「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」

の
養
成
講
座
も
開
か
れ
ま
し
た
。

理
▼2014.10.29

具体的な例を挙げ認知症高齢者への対応を説明する講師

　
水
堀
小
Ｐ
Ｔ
Ａ（
沢
口
新
一
会
長
）は
11
月

20
日
、水
堀
公
民
館
で
町
の
ご
当
地
グ
ル
メ

「
い
わ
て
ま
ち
焼
き
う
ど
ん
」の
調
理
研
修
会

を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、児
童
と
親
、教
職

員
な
ど
約
40
人
が
参
加
。
レ
ス
ト
ラ
ン「
石

神
の
丘
」の
高
間
木
浩
料
理
長
が
、市
販
の

「
い
わ
て
ま
ち
焼
き
う
ど
ん
」を
お
い
し
く
作

る
コ
ツ
を
紹
介
し
、参
加
者
は
キ
ャ
ベ
ツ
マ

ン
と
一
緒
に
調
理
を
楽
し
み
ま
し
た
。
同
小

３
年
の
中
居
愛ま

な
と斗
君
は
、「
焼
き
う
ど
ん
は

好
き
。
キ
ャ
ベ
ツ
マ
ン
と
料
理
で
き
て
楽
し

か
っ
た
」と
喜
び
ま
し
た
。

○
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
焼
き
う
ど
ん
研
修

ご

▼2014.11.20

当
地
グ
ル
メ
を
学
ぼ
う

レストラン「石神の丘」のシェフが焼きうどん作りのコツを伝授

　
町
小
中
学
校
連
合
音
楽
会（
町
学
校
教
育

研
究
会
主
催
）は
11
月
５
日
、森
の
ア
リ
ー
ナ

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、町
内
の
全

小
中
学
校
が
参
加
。「
も
み
じ
」を
全
体
で
合

唱
し
た
後
、各
校
の
合
唱
や
合
奏
な
ど
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
児
童
生
徒
は
、日
ご
ろ
各

校
で
取
り
組
む
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発

揮
。
明
る
く
素
直
な
歌
声
や
心
を
合
わ
せ
た

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
演
奏
を
ア
リ
ー
ナ
い
っ
ぱ
い

に
響
か
せ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、ビ
デ
オ
カ

メ
ラ
な
ど
を
手
に
父
母
ら
が
詰
め
掛
け
、児

童
生
徒
へ
盛
大
な
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。

全校児童で臨んだ久保小は心を合わせた合唱と合奏を披露

37功 チームがタスキつなぐ労者や優秀団体・選手を顕彰
○第59回町民駅伝大会○町体育協会顕彰式

○スポーツ記録ファイル

　第59回町民駅伝大会は11月3日、沼宮内中を発着点とす
るコースで行われました。大会には、小中学校や地域、職
場の仲間などで組んだ37チームが出場。１本のタスキを
つなぐ各チームの力走に、沿道の観衆からは盛んに声援が
送られました。大会結果は次のとおりです。（第３位まで）
◆小学生（男女2㌔）　▼団体（走者5人）　▽男子　①沼
小Ａ（41分23秒）　②久保小学校（44分45秒）　③沼小Ｂ
（44分50秒）　▽女子　①一方井小学校（46分25秒）　②沼

 ▼2014.11.03 ▼2014.11.13

小Ｄ（47分49秒）　③沼小Ｅ（51分14秒）
▼個人　▽男子　①千葉翔音（一方井小学校、7分37秒）
　②昆野捷冴（沼小Ａ、7分57秒）　③今松優（同、8分13
秒）　▽女子　①遠藤梨華（一方井小学校、8分38秒）　②
名久井来海（同、9分1秒）　③雛鶴彩希（同、9分13秒）
◆中学生（男4㌔、女2㌔）　▼団体（走者5人）　▽男子　
①一方井中学校Ａ（1時間21分43秒）　②沼宮内中学校ホッ
ケー部Ａ（1時間26分23秒）　③川口中学校Ｂ（1時間27分0
秒）　▽女子　①沼宮内中女子バレー部Ｃ（42分37秒）　②
ホッケー娘♡（44分24秒）　③一方井中学校Ａ（44分26秒）
▼個人　▽男子　①田村圭梧（沼宮内中学校ホッケー部
Ａ、14分30秒）　②大巻将人（一方井中学校Ａ、14分49秒）
　③丹内智弥（同、15分39秒）　▽女子　①久保怜央奈
（沼宮内中学校女子バレー部Ｃ、8分0秒）　②玉木愛優菜
（ホッケー娘♡、8分6秒）　③遠藤妃羅（一方井中学校Ａ、
8分16秒）
◆一般（男4㌔、女2㌔）　▼団体（走者3人）　▽男子　①
久保体育協会（47分40秒）　②岩手分署（49分47秒）　③一
方井体協Ａ（52分6秒）
▼個人　▽男子　①久保大樹（久保体育協会、14分57秒）　
②工藤優治（同、16分02秒）　③丹内翔（岩手分署、16分7秒）号砲を合図に一斉にスタートする中学生男子の第１走者たち

小中学生が各種大会で活躍
 ▼2014.10.26～11.16

　町体育協会（早坂富夫会長）は11月 13日、顕彰式を行い、
地域の体育功労者の他、全国や東北の大会で活躍した団体・個
人を栄光賞として、県大会で上位となった団体・個人を優秀賞
としてそれぞれたたえました。顕彰者は次のとおり（敬称略）。
【体育功労賞】　▼中関康一（南山形各種団体連絡協議会体育
部）　▼田中二郎（一方井体育協会）　▼工藤一（久保体育協会）
　▼三浦文雄（沼宮内地区スポーツ協会）　【優秀団体】◆栄
光賞　▼水堀・沼宮内ホッケースポ少 第36回全国スポ少ホッ
ケー交流大会女子の部第３位　▼一方井中女子ホッケー部 第
23回東北中学生ホッケー選手権大会優勝など　▼沼宮内中男
子ホッケー部 第44回全日本中学生ホッケー選手権大会第３位
など　▼沼宮内高女子ホッケー部 平成 26年度全国高総体
ホッケー競技優勝　▼沼宮内高男子ホッケー部 平成26年度
全国高総体ホッケー競技準優勝　　▼岩手クラブマスターズ 
第 12回全日本マスターズホッケー大会男子 48歳以上の部優
勝　◆優秀賞　▼川口ホッケースポ少 第36回全国スポ少ホッ
ケー交流大会男子の部ベスト８　▼沼宮内中女子バレー部 第
22回県中学校１年生バレーボール大会優勝　【優秀選手】◆栄
光賞　▼田中幸雄 第 13回全国障害者スポーツ大会アーチェ
リー男子リカーブ30㍍ダブルラウンド第３位　▼高橋明日香 

第13回全国障害者スポーツ大会陸上女子１部100㍍第３位　
▼丹野天士 第53回全日本学生アーチェリー個人選手権大会第
３位入賞など　▼及川栞 第17回アジア競技大会女子ホッケー
競技出場　◆優秀賞　▼高橋明日香 第 51回全国聾学校陸上
競技大会女子１部 100㍍第５位、同 200㍍第４位　▼大畑征
洋 第63回全国高校スキー大会出場　▼柴田聖 第36回ジュニ
ア選抜陸上競技大会男子ジャベリックスロー第２位　▼斎藤
桃花 第51回全国中学校スキー大会出場　▼佐々木幹斗 第41
回全日本中学校陸上競技選手権大会男子走幅跳出場　▼本田
純美 第 13回全日本少年少女空手道選手権大会出場　▼山中
悠暉 第８回全日本都道府県対抗少年少女剣道優勝大会出場　
▼沢屋敷海 平成 26年度東北総体ソフトボール競技少年男子
優勝　▼野家拓哉 平成 26年度全国高校総体自転車競技大会
出場　▼欠畑岳 第66回県民体育大会陸上男子１部100㍍優勝

平
成
26
年
度
町
体
協
顕
彰
者
と
関
係
者

全
員
が
出
場
し
力
を
合
わ
せ
て
勝
利

を
勝
ち
取
っ
た
沼
宮
内
柔
道
ス
ポ
少

【剣道】　▼男子団体戦　第３位　沼宮内中　▼個人戦１
年生の部　第２位　山中悠暉（沼宮内中）
【バレーボール】　▼女子　第3位　沼宮内中　▼優秀選
手賞　村田優里（沼宮内中）

○
町
小
中
学
校
連
合
音
楽
会
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妊
娠
中
に
お
腹
を
な
で
、話
し
掛

け
、大
切
に
守
っ
て
き
た
子
ど
も
は
、

親
に
と
っ
て
掛
け
替
え
の
な
い
存
在

で
す
。
愛
着
は
、親
や
家
族
な
ど
特

定
の
人
物
と
の
絆
と
も
言
え
、心
身

の
発
達
や
将
来
の
対
人
関
係
の
基
盤

と
な
る
大
切
な
結
び
つ
き
で
す
。

　
愛
着
関
係
は
、見
つ
め
合
い
感
情
を

交
わ
す
目ま
な
か
い交
な
ど
で
深
め
ら
れ
、子
ど

も
の
心
に
安
心
感
を
生
み
ま
す
。
安

心
を
確
保
す
る
と
、子
ど
も
の
心
は
安

定
し
、自
分
の
存
在
の
意
味
や
愛
さ
れ

て
い
る
喜
び
を
感
じ
る
な
ど
自
尊
感

情
を
育
む
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

子
ど
も
の
成
長
に
は
、愛
着
形
成
が
必

要
不
可
欠
な
の
で
す
。

　
母
子
と
も
に
心
豊
か
な
成
長
を
育

も
う
と
10
月
16
日
、育
児
講
演
会「
人

と
の
愛
着
を
育
む
わ
ら
べ
う
た
」が
開

催
さ
れ
、３
カ
月
〜
１
歳
の
子
ど
も

と
母
親
な
ど
21
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

問い合わせとご相談は役場健康福祉課　健康推進係 62-2111［内線513、516、517へ］ 健康・福祉情報文化・情報

No.33

町
の
名
所
・
旧
跡
や
自
然
、歴
史
な
ど
を「
岩
手

町
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
」会
員
が

毎
月
交
代
で
紹
介
し
ま
す
。今
月
の
ガ
イ
ド
は
、

武
田
吉
孝
さ
ん（
61
歳
）＝
下
黒
内
＝
で
す
。

「
昔
の
正
月
行
事
」

まちの文芸
町立図書館
62-2877

岩手町観光ボランティアホームページ http://e-iwate.net/

俳
句

川
柳

短
歌

【12月、年末年始の休館日】　毎週月曜日。
29日㈪～ 1月 3日㈯。

新着図書
書　　　名 著　　者

一般向け

小 説 ぐるぐる登山 高橋　陽子

エッセイ 田舎でロックンロール 奥田　英朗

実 用 書 チベットに舞う日本刀 楊　　海英

児童向け 実 用 書 捨て犬・未来、命の約束 今西　乃子

図書館の行事　

【開館時間】　９:00～ 18:00

◇おはなし会◇
【日時】　12月21日㈰ 午前10時～
【対象】　小学校就学前の親子
【定員】　15組
・ 　図書館  62-2877

◇チビッコ映画会◇

　
正
月
は
、新
し
い
一
年
の
幸
せ
や
豊
作
を

も
た
ら
す「
年
神
様（
歳
徳
神
）」を
迎
え
る

行
事
と
し
て
、昔
か
ら
一
年
の
行
事
の
中
で

も
特
に
盛
大
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
今

で
は
あ
ま
り
行
わ
れ
な
い
習
慣
も
あ
り
ま

す
が
、そ
の
中
の
一
つ
を
紹
介
し
ま
す
。

　
粟
を
つ
い
て
作
っ
た
餅
を
青
竹
に
飾
る

「
粟あ
わ
ぼ穂
」、米
か
ら
作
っ
た
餅
を
小
さ
な
団
子

に
し
て
稲
わ
ら
に
つ
け
る「
目
玉
餅
」を
飾

り
供
え
る
お
祝
い
で
す
。
餅
に
は
、年
神
や

先
祖
の
霊
魂
、稲
を
育
て
る
田
の
神
が
宿
る

と
い
わ
れ
、正
月
に
訪
れ
る
年
神
は
、一
人

一
人
に
年
玉
を
授
け
た
と
い
い
ま
す
。
お

年
玉
と
い
う
と
今
で
は
お
金
で
す
が
、昔
は

小
さ
く
丸
め
た
餅
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
今
度
の
お
正
月
に
は
、お
年
寄
り
か
ら

い
ろ
い
ろ
な
昔
話
を
聞
き
な
が
ら
、や
っ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【日時】 12月13日㈯ 午前10時30分～
　　　 12月18日㈭ 午後 3時30分～
【対象】 幼児、小学生
※1月7日㈬、8日㈭は、「冬休み特別
ゆはずチビッコ映画会」を開催します

←稲わらの根元を結び丸い
団子を付ける「目玉餅」

↑山から切ってきた青竹に
粟で作った団子を付ける
「粟穂（あわぼ）」

画・武田吉孝

　年内は12月28日㈰まで。新年は1月4日㈰～
12日㈪まで休まず開館しますのでご利用ください。

て
く
だ
さ
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
わ
ら
べ
う
た
の
体
験
で
は
、遊
び

を
楽
し
み
な
が
ら
見
つ
め
合
う
親
子

の
笑
顔
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
子
ど
も

は
、目
交
を
通
し
て
自
分
が
ど
れ
ほ

ど
大
切
に
思
わ
れ
て
い
る
か
を
実
感

し
ま
す
。
親
子
が
目
と
目
を
見
つ
め

合
う
こ
と
で
、「
楽
し
い
」や「
嬉
し

講
師
を
務
め
た
発
達
支
援
員
の
木
村

純
子
先
生
は
、ま
ず
初
め
に
母
親
同
士

に
お
互
い
の
頑
張
り
を
認
め
合
う
こ

と
を
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、日
々
子

ど
も
と
向
き
合
い
、全
力
で
子
育
て
に

取
り
組
む
母
親
を
ね
ぎ
ら
い
、応
援
す

る
こ
と
が
目
的
で
す
。
木
村
先
生
は

「
子
ど
も
は
い
ず
れ
自
立
し
、巣
立
つ

日
が
来
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、一
緒
に

い
ら
れ
る
貴
重
な
時
間
を
大
切
に
し

大
切
に
し
た
い

親
と
子
の
愛
着い

」な
ど
の
気

持
ち
を
共
有

し
、さ
ま
ざ
ま

な
事
を
ま
ね
て

覚
え
、親
と
の

愛
着
を
深
め
て

い
き
ま
す
。

　　
赤
ち
ゃ
ん
の
発
育
・
発
達
に
は
、

個
人
差
が
あ
り
ま
す
。
乳
幼
児
健
診

は
、赤
ち
ゃ
ん
の
発
育
・
発
達
を
診

る
大
切
な
機
会
で
す
。
町
で
は
、６

カ
月
児
、９
カ
月
児
、１
歳
児
、１
歳

６
カ
月
児
、３
歳
児
の
健
康
診
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
健
診
で
は
身
体

計
測
や
内
科
健
診
、歯
磨
き
指
導
、離

乳
食
講
話
、尿
検
査
、視
聴
覚
検
査
、

育
児
相
談
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
の
時
期
に
は
、個
人
宛
て
に
通

知
し
ま
す
の
で
忘
れ
ず
に
受
け
ま
し

ょ
う
。
健
診
以
外
で
も
、子
育
て
の

悩
み
や
予
防
接
種
、栄
養
の
こ
と
な

ど
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
町
で
は「
子
育
て
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
」を
重
要
施
策
に
掲
げ
、さ

ま
ざ
ま
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
、お
父
さ

ん
は
、目
ま
ぐ
る
し
い
日
々
を
過
ご

し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
子
育

て
は
、自
分
一
人
で
頑
張
る
の
で
は

な
く
、助
け
て
も
ら
う
こ
と
も
必
要

で
す
。
育
児
の
相
談
が
あ
れ
ば
、健

康
福
祉
課
健
康
推
進
係
や
町
民
課
子

育
て
支
援
係
で
受
け
付
け
ま
す
。
電

話
で
の
相
談
や
窓
口
で
の
相
談
の

他
、家
庭
訪
問
も
行
い
ま
す
の
で
気

軽
に
利
用
く
だ
さ
い
。

今月は伊藤晴香保健師
からのお便りです

〈
佳
作
〉

湯
上
り
の
長
い
電
話
に
出
た
く
し
ゃ
み 

　
　
佐
藤
　
小
草

〈
秀
逸
〉

赤
ん
坊
ク
シ
ャ
ミ
が
大
人
引
き
寄
せ
る 

　
　
柴
田

　
満
子

ア
メ
リ
カ
の
ク
シ
ャ
ミ
風
邪
を
引
く
日
本 

　
　
馬
渕

　
　
草

く
し
ゃ
み
し
て
部
屋
の
大
き
さ
一
人
占
め 

　
　
鍋
倉
る
み
こ

〈
特
選
〉

過
敏
症
ほ
か
の
噂
に
も
く
し
ゃ
み
す
る 

　
　
久
慈
　
正
和

か
く
れ
ん
ぼ
く
し
ゃ
み
一
つ
居
場
所
知
れ 

　
　
自

　
　
　
句

澄
み
に
澄
む
此
の
秋
空
を
見
て
飽
き
ず 

遠
藤
　
金
作

雑
木
山
囲
む
山
畑
落
葉
降
る 

遠
藤
　
初
枝

た
そ
が
れ
て
酒
は
静
か
に
木
の
葉
雨 

昆
野

　
　
功

新
藁
の
結
は
へ
え
加
減
の
心
地
よ
さ 

志
田

　
悦
朗

秋
の
日
を
裁
ち
台
に
の
せ
針
仕
事 

柴
田

　
ヒ
ノ

為
す
事
の
ま
だ
残
り
を
る
夜
長
か
な 

白
井
　
梅
子

仕
舞
田
の
畦
の
綻
び
草
の
花 

山
口
　
國
男

秋
空
を
仰
ぎ
余
生
を
思
ひ
け
り 

高
橋

　
麗
子

孫
の
守
　
な
わ
飛
び
か
け
っ
こ
逆
上
が
り
老
い

た
る
吾
に
も
せ
よ
と
い
い
け
り 

愛
木
　
タ
エ
子

廃
校
の
上
外
川
の
校
内
に
恩
師
の
名
並
ぶ
校
歌

見
つ
け
る 

五
十
地
キ
ミ
子

東
和
町
の
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
子
等
と
来
て
炭
火

に
あ
た
り
鮎
を
ほ
お
ば
る 

瀬
川

　
浩
美

時
か
け
て
旅
す
る
日
々
の
穏
や
か
さ
北
海
道
を

窓
よ
り
眺
む 

橋
本
　
チ
ヨ

大
掃
除
淀
み
の
流
れ
清
く
し
て
断
捨
離
す
れ
ば

あ
る
あ
る
空
間 

佐
藤

　
水
魚

発
達
発
育
を
診
る
乳
幼
児
健
診

育
児
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た

子
ど
も
に
不
可
欠
な
愛
着

育
児
に
は
助
け
も
必
要

育児講演会の様子

　・　　役場健康福祉課健康推進係
　　　　  62-2111内線513、516

　来年度に実施する各種検〔健〕診の受診予定者を把握
するための調査を行ないます。保健推進員が担当地区
内の各家庭を訪問しますので、調査に協力ください。
【調査対象】　・40 歳以上の男性（男性の検〔健〕診
は、すべて 40 歳以上が対象）　・19 歳以上の女性（婦
人の健康診査や子宮頸がん検診など）
【調査期間】　12 月～平成 27 年１月中旬
【調査方法】　各地区の保健推進員が各家庭に伺いま
す。不在の場合、右の調査票を配布し、後日回収に
伺います。可能であれば調査票に記入の上、保健推

受診予定調査のため保健推進員が伺います
平成27年度の各種検〔健〕診

進員まで届けてください
【検〔健〕診の種類】　◎特定健康診査（旧 :循環器検診）
・婦人の健康診査　◎がん検診（胃、肺、大腸、前立腺、
子宮、乳房）　◎結核検診（肺がん検診と同時実施）
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 問い合わせ先
 申し込み先

YOUNG

散歩

ヤ
ン
グ

情報
インデックス

岩手町役場  62-2111

No.318
【プロフィル】　ちば・しょうま（20）＝土川＝。八幡平市出身。
松尾中、平舘高を卒業後、(有)高橋商店でアルバイト。血液
型Ａ型、さそり座

　「寒さが厳しくなるこれからは、屋外での待機がつらいです」と笑う
翔馬さんは、町内のガソリンスタンドで働いています。「いい人たち
に囲まれて居心地が良い」という店舗では、給油や洗車を担当。「大き
い声で車を誘導したり、あいさつすることはスタンドの仕事で身につ
いた」と話します。趣味は音楽。「好きなことには全力で取り組む性
格」と言い、楽器の演奏や作曲・編曲を独学で学びました。現在は、パ
ソコンを駆使し、依頼された編曲や自身の曲作りを行います。「曲が
イメージどおりに出来上がった瞬間が一番うれしい」という翔馬さん
の理想の女性像は、「しっかりしている人」だとか。「ＣＤや配信を通
じて自分の曲を広め、音楽で生活することが夢」と目を輝かせます。

夢は音楽で生活すること

千葉 翔馬さん

【
受
講
料
】　
３
千
円

【
講
師
】　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ホ
ー
ル
フ
ァ
ミ

リ
ー
ケ
ア
協
会
理
事
長
　
鈴
木
絹

英
氏

【
申
込
方
法
】　
は
が
き
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
電
子
メ
ー
ル
で
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
お
弁
当（
５
０
０
円
）

の
希
望
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

・

　「
思
縁

　
つ
な
が
り
」事

務
局
77
‐
２
４
２
７（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
）

　
電
子
メ
ー
ル

　yib01702@
nifty.

ne.jp　
県
は
、県
民
の
皆
さ
ん
に
、食
品

の
安
全
性
や
氾
濫
す
る
情
報
を
正

し
く
見
極
め
、適
切
に
消
費
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
一
助
と
し
て「
食
の

リ
ス
ク
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

を
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
無

料
で
参
加
で
き
ま
す
。

【
日
時
】　
12
月
12
日（
金
）午
後
１

時
30
分
〜
４
時

【
場
所
】　
い
わ
て
県
民
情
報
交
流

セ
ン
タ
ー
「
ア
イ
ー
ナ
」（
盛
岡

市
盛
岡
駅
前
通
１
‐
７
‐
１
）８

階
８
０
３
会
議
室

【
内
容
】　
①
基
調
講
演「
氾
濫
す
る

食
情
報
を
考
え
る
〜
体
に「
良
い
・

乗
継
、高
知
＝
名
古
屋
乗
継
）も
よ

り
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

　
い
わ
て
花
巻
空
港
は
、
石
自

動
車
道
花
巻
空
港
Ｉ
Ｃ
か
ら
車
で

３
分
。
駐
車
場（
１
１
５
０
台
）は

無
料
で
す
。

【
航
空
券
の
予
約
先
】　
○
日
本
航

空（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）
０
５
７
０
‐
０
２
５

‐
０
７
１
　
○
フ
ジ
ド
リ
ー
ム
エ

ア
ラ
イ
ン
ズ（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）
０
５
７
０

‐
５
５
‐
０
４
８
９
　
※
い
ず
れ

も
午
前
７
時
〜
午
後
８
時

　
県
空
港
課

０
１
９
‐

６
２
９
‐
５
９
１
１

　
県
警
察
は
、速
度
規
制
や
速
度

取
締
り
な
ど
に
よ
る
総
合
的
な
速

度
管
理
の
考
え
方
な
ど
を
ま
と
め

た「
県
警
察
速
度
管
理
指
針
」と
、

重
点
的
に
速
度
取
締
り
を
行
う
路

線
や
時
間
を
定
め
た「
速
度
取
締

り
指
針
」を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
し
て
い
ま
す
。

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】　「
岩
手
県
警
察

速
度
管
理
指
針
」で
検
索

　
岩
手
警
察
署
62
‐
０
１
１
０

　
公
益
財
団
法
人
い
き
い
き
岩
手

支
援
財
団
は
、県
内
各
地
の
独
身
男

・
中
居
建
設

　
　
62
‐
３
８
１
４

・
西
村
水
道

　
62
‐
２
８
３
２

・
村
田
水
道

　
62
‐
３
６
０
２

　
町
水
道
事
業
所

62
‐

２
１
１
１
内
線
３
３
４
、３
７
２

　
平
成
26
年
１
月
か
ら
、個
人
の

白
色
申
告
者
の
う
ち
前
々
年
分
あ

る
い
は
前
年
分
の
事
業
所
得
、不

動
産
所
得
ま
た
は
山
林
所
得
を
生

ず
べ
き
業
務
を
行
う
全
て
の
人

（
所
得
税
、復
興
特
別
所
得
税
の
申

告
の
必
要
が
な
い
人
を
含
む
）に

つ
い
て
、記
帳
と
帳
簿
書
類
の
保

存
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　
詳
細
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://w
w
w
.nta.go.jp

）
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、税
務
署
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
盛
岡
税
務
署

０
１
９
‐

６
２
２
‐
６
１
４
１

　
い
わ
て
花
巻
空
港
の
定
期
便
の

ダ
イ
ヤ
が
、10
月
26
日
に
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

　
札
幌
線（
最
短
55
分
）、名
古
屋

線（
同
70
分
）、大
阪
線（
同
85
分
）、

福
岡
線（
同
１
１
５
分
）の
直
行
便

の
他
、乗
り
継
ぎ
便（
宮
崎
＝
大
阪

　
八
幡
平
市
の
傾
聴
パ
ー
ト
ナ
ー

「
思し
え
ん縁

　
つ
な
が
り
」は
、傾
聴

パ
ー
ト
ナ
ー
養
成
講
座
の
受
講
生

を
募
集
し
ま
す
。

　
よ
り
良
い
人
間
関
係
づ
く
り
に

必
要
な「
聴
く
」技
能
を
身
に
つ
け

ま
せ
ん
か
？

【
開
催
日
時
】　
12
月
13
日（
土
）

〜
14
日（
日
）、12
月
20
日（
土
）
〜

21
日（
日
）、平
成
27
年
１
月
31
日

（
土
）
〜
２
月
１
日（
日
）の
午
前

10
時
〜
午
後
５
時（
全
37
時
間
）

【
場
所
】　
な
か
や
ま
荘（
八
幡
平

市
松
尾
寄
木
２
‐
５
１
２
）

【
募
集
定
員
】　
60
人

【
申
込
締
切
】　
12
月
10
日（
水
）　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

【
定
員
】　
①
②
そ
れ
ぞ
れ
40
人

（
予
約
制
・
先
着
順
）

・

　
盛
岡
地
方
法
務
局

総
務
課

０
１
９
‐
６
２
４
‐

９
８
６
１

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
盛
岡
は
、就
職

の
た
め
の
公
的
職
業
訓
練
説
明
会

（
パ
ソ
コ
ン
・
医
療
事
務
・
電
気

工
事
な
ど
）を
開
催
し
ま
す
。
受

講
は
無
料
で
す
。
参
加
は
事
前
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】　
平
成
27
年
１
月
６
日

（
火
）、20
日（
火
）の
午
後
２
時
〜

３
時

【
会
場
】　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
盛
岡

（
盛
岡
市
紺
屋
町
７
‐
26
）

・

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
盛
岡

職
業
紹
介
第
二
部
門
０
１
９
‐

６
２
４
‐
８
９
０
３

　
県「
道
の
駅
」連
絡
会
は
、『
第

11
回
岩
手「
道
の
駅
」い
ー
は
と
ー

ぶ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
』を
開
催
し

て
い
ま
す
。
県
内
の「
道
の
駅
」で

応
募
は
が
き
に
ス
タ
ン
プ
を
集
め

て
応
募
す
る
と
、県
内
産
品
の
す

て
き
な
賞
品
が
抽
選
で
当
た
り
ま

す
。

悪
い
」
っ
て
言
う
け
れ
ど
・
・
・
」

（
講
師
：
群
馬
大
学
名
誉
教
授
　
高

橋
久
仁
子
氏
）　
②
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン「
食
の
情
報
に
つ
い
て

の
意
見
交
換
」　
※
事
業
者
、消
費

者
、報
道
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
立
場

か
ら
意
見
交
換
を
行
い
ま
す

【
参
加
申
し
込
み
】　
12
月
10
日

（
水
）ま
で
に
、氏
名
・
参
加
人
数
・

居
住
市
町
村
名
を
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い

・

　
県
庁
県
民
く
ら
し
の

安
全
課

０
１
９
‐
６
２
９
‐

５
３
８
５

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
９
‐

６
２
９
‐
５
２
７
９

　
電
子
メ
ー

ル
　A

C0009@
pref.iw

ate.jp

　
盛
岡
地
方
法
務
局
は
、相
談
が

多
い
相
続
と
登
記
に
つ
い
て
の

「
法
務
局
市
民
講
座
」を
開
催
し
ま

す
。
参
加
は
無
料
で
す
が
、電
話

で
予
約
申
込
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】　
12
月
17
日（
水
）①
午
前

10
時
〜
正
午
②
午
後
２
時
〜
４
時

【
会
場
】　
盛
岡
第
２
合
同
庁
舎（
盛

岡
市
盛
岡
駅
西
通
１
‐
９
‐
15
）３

階
会
議
室

【
内
容
】　
講
演「
よ
く
わ
か
る
相

続
と
登
記
」　
※
内
容
は
①
②
と

も
同
じ
で
す

【
開
催
期
間
】　
平
成
27
年
４
月
５

日（
日
）ま
で

【
応
募
締
切
】　
平
成
27
年
４
月
６

日（
月
）消
印
有
効

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】　http://w

w
w
.

thr.m
lit.go.jp/iw

ate/stam
prally/

　
岩
手
河
川
国
道
事
務
所
調

査
第
二
課
０
１
９
‐
６
２
４
‐

３
１
９
６

　
水
道
は
、気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４

度
以
下
に
な
る
と
凍
結
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
夜
寝
る
前
や
出
掛
け

る
際
に
は
、忘
れ
ず
に
水
抜
き
し

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、水
抜
き
栓
は
、半
開
き
の

ま
ま
だ
と
水
道
水
が
地
下
に
流
れ

出
て
使
用
水
量
が
増
え
て
し
ま
い

ま
す
の
で
、全
開
ま
た
は
全
閉
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　
万
が
一
、水
道
管
が
凍
結
し
て
し

ま
っ
た
場
合
は
、指
定
工
事
店
に
修

理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
町
内
の

指
定
工
事
店
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
家
村
鉄
工
所
62
‐
２
７
８
０

・
上
路
水
道

　
62
‐
３
１
１
９

・
田
中
工
務
所
65
‐
２
１
０
４

・
田
村
水
道

　
　
62
‐
３
１
０
７

女
の
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
婚

活
支
援
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】　http:/w

w
w
.

iw
ate-silverz.jp/

　
の
中
の「
結

婚
支
援
情
報
」

　
な
お
、イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
、各
事

業
の
実
施
団
体
へ
直
接
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
県
子
ど
も
子
育
て
支
援
課

０
１
９
‐
６
２
９
‐
５
４
５
６

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
、12
月
中

に
新
し
い
電
話
帳
を
配
達
し
ま

す
。
現
在
お
使
い
の
電
話
帳
は
、

新
し
い
電
話
帳
と
交
換
し
て
回
収

し
ま
す
の
で
、配
達
員
に
渡
し
て

く
だ
さ
い
。

　
回
収
し
た
電
話
帳
は
、地
球
環

境
保
護
や
資
源
の
有
効
活
用
の
た

め
、新
し
い
電
話
帳
の
原
材
料
と

な
り
ま
す
。

　
な
お
、不
在
な
ど
で
配
達
員
に

電
話
帳
を
渡
せ
な
か
っ
た
場
合
、

後
日
改
め
て
回
収
し
ま
す
の
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

　

０
１
２
０
‐
５
０
６
３
０
９

【
受
付
時
間
】　
平
日
の
午
前
９
時

〜
午
後
５
時

空
の
ダ
イ
ヤ
が
便
利
に
！

■
い
わ
て
花
巻
空
港

職
業
訓
練
説
明
会
を
開
催

■
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
盛
岡

水
道
の
凍
結
に
ご
注
意
を

■
町
水
道
事
業
所

そ
の
他

行
わ
れ
ま
す

「
聴
く
」技
能
の
習
得
講
座

■
傾
聴
パ
ー
ト
ナ
ー
養
成

食
の
リ
ス
ク
を
考
え
よ
う

■
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

法
務
局
市
民
講
座
を
開
催

■「
よ
く
わ
か
る
相
続
と
登
記
」

速
度
取
締
り
指
針
を
公
表

■
県
警
察

募
集
し
ま
す

対
象
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

■
記
帳
・
帳
簿
保
存
制
度

婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
掲
載
中

■
結
婚
支
援
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

電
話
帳
回
収
に
ご
協
力
を

■
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催

■
県「
道
の
駅
」連
絡
会
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こども救急相談電話

診療時間外の受診

◇町税などの納付期限◇

固定資産税（第 3期）
国民健康保険税（第６期）
後期高齢者医療保険料（第６期）

12 月 25 日（木）
口座振替日：12月 25日（木）

※本紙１月号は、１月８日（木）に発行予定です

診療科 診療日 受付時間

内　科 月～金曜日 08:30 ～11:30
 （午後随時）
診療時間
9:00～ 17:00

外　科 月～金曜日

応援診療科（12月）
脳神経外科 ９日 08:30 ～

11:00
循環器（内科）１、15 日 13:00 ～

15:30
小児科 12、26 日 13:00 ～

16:00
皮膚科 ２、16 日 13:00 ～

15:30
整形外科 12、19 日 08:30 ～

11:30

日 お名前 保護者 行政区

13 　岩瀨　紗
さ な

奈　 栄　世 上五日市

15 　松原　美
み お り

織 剛 岩 崎

15 　宮田　智
ともゆき

幸 圭 舘

22 　畑中　紅
あ か り

花里 賢　太 下 屋 敷

22 　畑中　陽
よ う た

太 賢　太 下 屋 敷

22 　佐々木　一
か ず と

翔 圭　佑 上 黒 内

日 お名前（年齢） 世帯主 行政区
30 山下　タヨ （80） 本　人 江 刈 内

１ 桐ケ久保 長助（89） 一　彦 下 浮 島
２ 引木　政美 （89） 政　広 膝 突
４ 柴田　巖 （77） タイ子 下苗代沢2
５ 五十嵐　ひさ（95） 洋　子 舘
９ 五十嵐　韶哉（74） 洋　子 舘
10 佐藤　利子 （56） 佳　男 秋 浦
10 村山　静江 （84） 達　也 二 ツ 森
14 澤口　イト （90） 若　男 江 刈 内
15 松原　リヨ （87） 功 岩 崎
15 澤田　スエ （84） 本　人 白 椛
15 下平　則雄 （54） トシ子 下苗代沢1
24 武田　ヨル （102） 庄　司 今 松
25 大坊　タケ （94） 兼　雄 石 神
26 伊藤　國雄 （77） キミヱ 駅 通
27 三浦　弘 （91） 保　光 太 田
30 立 　健次郎（85） 惇　雄 相 寅 瀬
30 今松　ナミ （84） るみ子 中 田
31 浦田　髙 （92） 本　人 二 ツ 森

日 お名前（年齢） 世帯主 行政区
12 柴田　カチ子（81） 正 夫 上苗代沢

日（曜） 時　間 行　事　名 場　所

３（水） 8:30 ～ 20:00
第47回衆議院議員総選挙期日前投票
（13日まで。ただし、最高裁判所裁判官国民審
査の期日前投票は７日～ 13日）　

役場期日前投票所

５（金）
9:30 ～ 12:00 妊婦教室２回目（平成27年１月～４月出産予定の女性） 町保健センター

10:00 ～ 15:00 特設人権相談 町勤労青少年ホーム

６（土） 9:00 ～ 沼宮内山車百年祭写真展（23日まで） 石神の丘美術館

９（火） 9:30 ～ 離乳食教室
（平成26年７、8月生まれのお子さんの家族） 町保健センター

10（水）12:30 ～
１歳６カ月児健康診査
（平成 25年 5月 13日～ 6月 10日生まれ）

町保健センター
３歳児健康診査
（平成 23年４月９日～６月 10日生まれ）

13（土）13:30 ～ 15:00 芸術監督講座「クラシック音楽はじめの一歩」 石神の丘美術館

14（日）
7:00 ～ 18:00 第 47 回衆議院議員総選挙・最高裁判所裁判官国民審査　投票日 町内各投票所

8:45 ～ 第 42回町少年剣道交流大会 森のアリーナ

13:00 ～ 15:00 沼宮内山車百年祭記念講演会 石神の丘美術館

16（火）

12:30 ～
12:45 ～

9カ月児健康診査（平成26年３月生まれ）
6カ月児健康診査（平成26年６月生まれ）
1歳児健康診査（平成25年12月生まれ）
※乳幼児の健診を希望する人はどなたでもおいでください

町保健センター

13:00 ～ 16:00 盛岡市消費生活センター消費生活出張相談（要予約：受け付けは役場総務課地域安全係） 町総合開発センター

17（水）10:00 ～ 15:30 盛岡年金事務所出張相談（要予約：盛岡年金事務所 019-623-6211） ゆはず交流館

18（木）10:00 ～ まんまと湯っこの会 町老人福祉センター

19（金） 9:00 ～ 12:00 人権・行政相談 町勤労青少年ホーム

20（土） 9:00 ～ 第41回町民卓球大会（21日まで） 森のアリーナ

23（火） 9:00 ～ 第16回工藤孝一杯フットサル大会 森のアリーナ
・町体育館

25（木）10:00 ～ 12:00 子育てサロン “すくすく” 町保健センター

日（曜） 時　間 行　事　名 場　所

１（木） 7:40 ～ 2015年第41回町元旦健康マラソン大会
（7:40開会式、プラザあい内。8:00スタート） プラザあい周辺発着

４（日）10:00 ～ 町消防出初式 役場駐車場他

６（火） 9:00 ～ 17:00 石神の丘美術館絵画コンクール作品展（25日まで） 石神の丘美術館

11（日）13:30 ～ 町成人式 プラザあい

※休日当番医、応援診療科は予定を変
更する場合がありますので、あらかじ
め電話で確認の上、来院ください。

12月

※広報掲載後に予定が変更になる場合もありますが、そのときは、回覧や町ホームページなどで
お知らせします。なお、町内の団体などもこの欄をご利用ください。

月

月

沼宮内地域診療センター
県立中央病院附属

1（木）沼宮内地域診療センター
2（金）佐々木医院
3（土）佐渡医院
4（日）塚谷医院
11 （日）さわやかクリニック
12（月）岩手沼宮内クリニック

１月

休日当番医【受付時間】
　9:00～17:00

日（曜） 当番医
7（日）沼宮内地域診療センター
14（日）佐々木医院
21（日）佐渡医院
23（火）岩手沼宮内クリニック
28（日）塚谷医院
29（月）北上脳神経外科クリニック
30（火）さわやかクリニック
31（水）佐藤整形外科クリニック

　【受付時間】　午後7時～ 11時（年中無休）
　【電話番号】　局番なしの ＃8000　※ダイヤル回線電話、
　ＩＰ電話（ひかり電話）、ＰＨＳからは  019-605-9000

■症状が軽い場合
　【受診場所】　盛岡市夜間急患診療所
　　盛岡市神明町3-29盛岡市保健所2階　  019-654-1080
　【受付時間】　午後7時～ 11時

■症状が重い場合
　【受診場所】　小児救急入院受入当番病院
　下記予定表のとおり

　【受付時間】　土曜日は午後1時～5時、夜間は午後5時～翌朝9時
　【対象】　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、盛岡
　市夜間急患診療所や休日当番医が診療していない時間帯の
　急病の子どもを受け入れます
　【注意点】　日中の診療時間に受診できる人は、時間内に受
　診しましょう。また、重症な子どもの治療に支障をきたさ
　ないよう、まずは盛岡市夜間急患診療所を受診しましょう。
　日曜、祝日の日中は休日当番医を受診してください

■町傾聴ボランティア「おひさま」

■盛岡いのちの電話 019-654-7575（正午～午後 9時、
日曜日のみ午後 6時まで）　■県精神保健福祉センター
019-622-6955（午前 9時～午後 4時 30 分）　■役場健康
福祉課 0195-62-2111（内線 518）

■当番病院の連絡先
【中　央】　県 立 中 央 病 院　  019-653-1151
【日　赤】　盛 岡 赤 十 字 病 院　  019-637-3111
【医　大】　岩手医科大学附属病院  019-651-5111
【こども】　もりおかこども病院　  019-662-5656
【川久保】　川 久 保 病 院　  019-635-1305

10月受け付け分

●生まれたお子さん●６人（6 人）
▼10月

●お婿さん、お嫁さん● １組（１組）

日 お名前 世帯主 行政区

８ 　武田　和馬
　吉田　汐里

民　雄
本　人

上 黒 内
盛 岡 市

▼10月

●亡くなられた人● 19 人（23 人）
▼９月

▼９月

▼10月

11月号に掲載した内容に誤りがありました。
訂正しお詫びします。正しくは次のとおりです。

12

１

医療町民カレンダー子どもが急病のときよろこび
かなしみ

岩手沼宮内クリニック
北上脳神経外科クリニック

佐々木医院
佐藤整形外科クリニック

佐渡医院
さわやかクリニック
塚谷医院
沼宮内地域診療センター

当番医実施医療機関の電話番号

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼

61-2025

61-3636
62-2234

68-7240
62-3211
62-2043
62-1155

62-2511

▼

こころといのちを支えるいわて 一人で悩まず
相談ください

  　　【開催日】  毎月第２、第４月曜日
　　　　　　　　　　　　　　  （祝日の場合翌日）
  　　【時　間】  午後 1時～ 3時
  　　【場　所】  プラザあい１階

「おひさまサロン」
※予約不要です。悩み事
を話してみませんか？

日 月 火 水 木 金 土
12/ １
中央

２
川久保

３
医大

４
中央

５
日赤

６
医大

７
中央

８
医大

９
川久保

10
中央

11
日赤

12
中央

13
こども

14
中央

15
日赤

16
川久保

17
中央

18
医大

19
中央

20
日赤

21
医大

22
中央

23
中央

24
日赤

25
中央

26
医大

27
こども

28
中央

29
中央

30
日赤

31
医大

1/1
中央

２
医大

３
中央

４
日赤

５
医大

６
川久保

７
中央

８
日赤

９
医大

10
こども



美
術
館
へ
行
こ
う

代表 :遠藤キエ子（62）
　　 ＝一方井＝
会員: ５人

いきいきサ ルクーサ ルクー
No.21

　「
花か

ち
ゃ
花か

ち
ゃ
工
房
　
」は
、ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー

を
楽
し
む
サ
ー
ク
ル
で
す
。
会
員
か
ら
募
集
し
決
定

し
た
サ
ー
ク
ル
名
は
、ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
の
材
料（
花

材
）に
よ
く
使
わ
れ
る
ム
ギ
ワ
ラ
ギ
ク
が
、「
カ
チ
ャ

カ
チ
ャ
花
」と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

　
現
在
の
会
員
は
５
人
。
毎
月
第
１
・
３
金
曜
日
の

午
後
７
時
か
ら
９
時
30
分
ま
で
を
定
例
会
と
し
、沼

宮
内
公
民
館
で
活
動
し
ま
す
。
花
材
は
、購
入
す
る

も
の
も
あ
り
ま
す
が
、多
く
は
自
分
た
ち
で
育
て
た

り
、山
で
拾
っ
た
り
し
た
も
の
を
加
工
。
そ
れ
を
持

ち
寄
り
、作
品
を
制
作
し
ま
す
。
出
来
上
が
っ
た
作

品
は
、沼
宮
内
公
民
館
ま
つ
り
や
町
産
業
ま
つ
り
、町

芸
術
祭
に
出
品
す
る
他
、道
の
駅「
石
神
の
丘
」で
販

売
も
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、年
に
２
〜
３
回
、石
神
の

丘
美
術
館
で
体
験
講
座
を
開
き
、参
加
者
に
ド
ラ
イ

フ
ラ
ワ
ー
の
楽
し
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　「
素
材
選
び
や
デ
ザ
イ
ン
に
時
間
は
か
か
り
ま
す

が
、花
が
好
き
だ
か
ら
で
き
ま
す
」、「
脳
の
活
性
化
に

な
り
、心
も
潤
い
ま
す
」、「
花
や
み
ん
な
か
ら
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
も
ら
え
る
。
生
き
が
い
で
す
」と
サ
ー
ク
ル
の

魅
力
を
語
る
会
員
た
ち
。
新
た
な
会
員
は
随
時
、募
集

中
。「
一
緒
に
や
り
ま
せ
ん
か
」と
呼
び
掛
け
ま
す
。

心
潤
す
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー

「
花
ち
ゃ
花
ち
ゃ
工
房
 
」」」」」」」」」」」」
40°

」」」」」」」」」」」」」」」」
40°

「いきいきサークル」では、町内で活動するスポーツ、文化、ボランティアなどのサークルや団体を紹
介します。　　  役場企画商工課企画広報係 62 － 2111 内線 217 へ

そろいのエプロンを着
るメンバーの皆さんと
町芸術祭の出品作品

12月６日㈯～23日（火・祝） 午前9時～午後5時／月曜日休館

主催：町秋祭り実行委員会　石神の丘美術館

＊講演会＊
「沼宮内山車歴代演題
　から見えてくること」
講師：山屋 賢一 氏
（県立博物館学芸員）
12月 14日㈰
　午後１時 30分～
美術館ホール／聴講無料

大正２年から現在までの沼宮内山車の写真を紹介します
今秋「プラザあい」で開催した写真展を再構成した展示です

■
 編
集
／
岩
手
町
企
画
商
工
課

　
〒
028-4395 岩

手
県
岩
手
郡
岩
手
町
五
日
市
10-44

　
0195-62-2111　

FA
X0195-62-3104

■
 町
防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容
確
認
　

0195-62-5367 （
自
動
応
答
電
話
）

■
 町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ア
ド
レ
ス
　
http://w

w
w
.tow

n.iw
ate.iw

ate.jp
■
 町
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
ア
カ
ウ
ン
ト
　
@
iw
atem

achi_koho
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 石神の丘美術館  62－1453

H26.10.31現在　（ ）内は前月比
【人口】　男　7,193人（△24）
　　　　女　7,474人（△29）
　　　　計 14,667人（△53）
【世帯】　5,476世帯（△19）
【出生】 6人　【死亡】23人
【転入】16人　【転出】52人
【外国人住民】128人

 人口の動き 　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
こ
と

し
最
後
の「
広
報
い
わ
て
ま
ち
」

も
最
後
ま
で
読
ん
で
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
諸
説
あ
り
ま
す
が
、僧
侶

（
師
）が
仏
事
で
走
る
回
る
忙

し
さ
が
語
源
と
い
う「
師し
わ
す走

」。

や
は
り
皆
さ
ん
も
忙
し
い
で

し
ょ
う
か
。
忘
年
会
シ
ー
ズ
ン

で
も
あ
り
ま
す
が
、何
度
も
行

う
忘
年
会
が
忙
し
さ
の
原
因
と

い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

そ
の
忘
年
会
ま
た
は
、新
年
会

に
お
勧
め
し
た
い
の
が
、鉄
人
・

神
戸
勝
彦
シ
ェ
フ
監
修
の
イ
タ

リ
ア
ン
フ
ル
コ
ー
ス「
Ｄド

ン
о
ｎ 

ｄデｅ 

ｓシ

タ

エ

ｉ
ｔ
ａ
ｅ
」。
取
材
と

称
し
て
お
披
露
目
会
に
潜
入

し
、一
足
お
先
に
い
た
だ
き
ま

し
た
。感
想
は
、「
さ
す
が
鉄
人
！

ド
ン
デ
し
た
！
」。
詳
し
く
は
、

13
㌻
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
佐
藤
）

沼宮内山車百年祭写真展

編
集
後
記


